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佐 久 広 域 老 人 ホ ー ム 塩 名 田 苑 

給 食 調 理 業 務 委 託 仕 様 書 

 
佐久広域老人ホーム塩名田苑給食調理業務委託の実施に当たっては、「保護施設等における給

食調理業務の委託について（昭和 62 年 3 月 9 日社施第 38 号厚生省通知）」に基づき、この仕様

書の定めるところにより行うものとする。 

 

１ 用語の意義 

   本仕様書における用語で「甲」とは委託者をいい、「乙」とは受託者をいう。 

２ 業務場所 

   長野県佐久市塩名田５４２番地１ 

   佐久広域老人ホーム塩名田苑 

３ 契約期間 

 （１）契約締結日から令和９年３月３１日まで 

 （２）契約締結日から令和７年３月３１日までの期間は、円滑に業務を履行する体制を確立す

るための準備期間とし、この期間における経費等は受託者の負担とする。 

４ 業務の目的 

   入所者に対する給食調理業務の趣旨を確認し、入所者の生活を健全に維持向上すること 

  を目的とする。 

５ 業務内容 

   入所者に対する給食調理業務及びこれに付随する業務とする。なお、乙は令和７年４月１

日から食事を提供するにあたり、保健所の営業許可申請手続等の業務を含むこととする。甲

及び乙が行う業務の範囲は、別記１「業務内容分担表」のとおりとする。 

６ 入札に付す事項（契約事項） 

（１）入札に付す事項は、管理費分として、本仕様書に記載する事項すべての業務を積算す 

   ること。 

   積算にあたっては、別記１「業務内容分担表」及び別記２「経費分担区分表」による。た

だし、食材料費については、一人当たり一日９５７円（税込）とする。詳細については別

記３「委託契約金額・算定方法及び清算・支払方法」中に記載した単価による。なお、契約

期間の中途において消費税率の改定が行われた場合には、改定後の「取引に係る消費税及

び地方消費税の額」については改定後の消費税率により算出するものとする。   

 （２）契約書様式については、佐久広域連合指定のものとする。 

７ 食数 

    一日に提供する基本食数は下表のとおりであるが、入院・外泊・外出等により減少する

ことや、行事招待客等により増加することもあり、これらにも対応すること。また、食数

の変更が生じる時には甲は、速やかに乙に連絡するものとする。 

なお、甲は、毎回、検食を行う。    

 入所者 職員 検食 合計 備 考 

朝 食 ５８食 １食 １食 ６０食 

検食分の食材料費は乙の負担とする 昼 食 ５８食  １食 ５９食 

夕 食 ５８食 １食 １食 ６０食 

おやつ １１６食 － － １１６食 午前、午後各 1回 

８ 食事分類 

   入所者の状態により、常食のほか、粥食、みじん食、ソフト食、ミキサー食、ゼリー食等の

食形態や、特別食に対応すること。 

 （１）一般食 

    主食   ご飯、おにぎり、粥（全粥、ミキサー、ゼリー） 



 2 

    副食   菜、みじん（粗みじん、極みじん）、ソフト、ミキサー、ゼリー 

    経管栄養食 

 （２）特別食 

    糖尿病食  腎臓病食  心臓病食  高血圧食  肝臓病食  胃潰瘍食 

    貧血食  膵臓病食  脂質異常症食  痛風食  特別な場合の検査食 

    経口移行食 

 （３）間 食 

   午前   牛乳（温、冷）又はその他の乳製品等 

   午後   おやつ、飲み物類、果物、お茶等 

   必要に応じ水分補給に対応すること。 

（４）行事食 

   別記 ４「行事食実施計画書」に基づき提供を行うこと。 

（５）非常食 

   ア）常時、災害対策用として３日分の非常食（長期常温保管でき簡単な処理で食せる食

品）、飲料水を確保すること。 

イ）乙は非常食の献立表を作成し、予め甲の承認を得ること。 

ウ）賞味期限切れの非常食がないよう確認のうえ、たえず更新を行うこと。 

エ）乙は非常食の保管状況を年１回以上は甲に報告すること。 

（６）その他 

   ア）パン食を週１回以上、麺を週１回以上入れること。 

イ）個人の嗜好を考慮し、代替食を要望する者には対応すること。なお、対応する場合 

は、甲乙協議の上決定するものとする。 

   ウ）入所者が栄養補助食品を必要とする状態になった場合は対応すること。なお、必要

とする期間の見直しは、甲乙協議の上決定するものとする。 

   エ）嚥下困難者に対しては段階に応じた食事形態で対応し、水分はとろみ（茶、汁物等）

をつけること。また、居室での水分補給用にとろみドリンク又は同等の物を用意する

こと。 

９ 食事時間及び配膳・下膳時間 

 食事注文締切時間 配膳時間 食事時間帯 下膳時間 

朝 食 前日 17：00迄 7：30迄 7：30～ 8：15 8：30以降 

おやつ 当日  8：15迄 10：15迄 10：15～11：15 11：15以降 

昼 食 当日  9：30迄 11：30迄 11：30～12：45 13：00以降 

おやつ 当日 12：30迄 14：30迄 14：30～15：30 15：30以降 

夕 食 当日 15：30迄 17：30迄 17：30～18：45 19：00以降 

   備考：時間については、甲乙協議のうえ、変更することができる。 

10 配膳・下膳作業 

 （１）料理の味や温度を損なわないよう短時間で配膳するよう心掛けること。 

 （２）配膳は時間を厳守のうえ、指定された場所に運搬し、介護職員等に確実に引き渡すこと。 

 （３）下膳は食器の数量を確認のうえ、指定された場所から行うこと。 

11 経費分担区分 

   別記２「経費分担区分表」による。 

12 食単価の取り扱い及び経費の清算 

   入所者及び職員（行事招待客を含む）の食単価並びに経費の清算は、別記３「委託契約金

額・算定方法及び清算・支払方法」による。 

13 遵守事項 

   乙は業務の実施にあたり、甲の指示監督に従いその責務を果たすとともに、関係法令等に

基づき次の事項を遵守しなければならない。 

 （１）衛生管理に努めること。 
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（２）献立表の作成にあたっては、甲の栄養士が毎月作成した「献立作成基準」に基づき１４

日前までに 1 週間以上の予定献立表を作成後、甲の栄養士に提出し確認を得ること。な

お、「献立作成基準」は、厚生労働省発表による「日本人の食事摂取基準（最新版）」に

基づき算出した数値を用いる。 

（３）事故防止に努めること。 

（４）喫食率向上等を図るため、甲の開催する給食会議に出席すること。 

（５）食材費を管理費へ充当してはならないこと。 

（６）甲が行う指示に誠意をもって対処すること。 

（７）常に業務を円滑に実施するための研究努力を行うこと。 

（８）省資源、省エネルギーに努めること。 

14 業務従事者 

（１）乙は、栄養士を配置し別記１「業務内容分担表」に基づき業務を行うこと。 

 （２）給食調理業務に従事する者の大半は、当該業務について相当の経験を有する者であるこ

とが望ましい。 

 （３）乙は、業務従事者名簿（住所、氏名、生年月日、経歴を記載したもの）と健康診断書及び

有資格者にあっては資格を証する書類の写しを添付して、甲に提出しなければならない。 

また、従事者に変更があった場合も同様とする。 

15 業務責任者の選任等 

（１）乙は、乙の代表者として受託業務の遂行及び指揮監督を行う責任者を、給食調理業務受

託責任者として定め、甲に届け出なければならない。 

（２）乙は、貸与された施設等の火気取り締りのため、火気取締責任者を定め、甲に届け出な

ければならない。 

16 従事者の健康管理 

（１）乙は、従事者の健康管理について絶えず注意を払うとともに、健康診断を定期的に実施

し、その結果を甲に報告しなければならない。 

（２）乙は、従事者の検便（O157検査含む）を毎月１回以上実施し、その結果を甲に報告しな

ければならない。 

（３）乙は、次の場合、従事者を調理作業に関するすべての業務に従事させてはならない。 

ア）赤痢（疫痢を含む。）、腸チフス、パラチフス、コレラ等「感染症の予防及び感染症

の患者に対する医療に関する法律」（平成 10 年 10 月 2 日法律第 114 号）による第一

類から第三類までの感染症、開放性結核。 

イ）同法による感染症の発症者。 

ウ）化膿性創傷、伝染性皮膚疾患。 

エ）対象は、従事者本人又は同法による感染症の同居の家族の場合とする。 

17 従事者教育 

乙は、乙の従事者に対し、定期的に栄養管理技術面・調理技術面及び衛生管理面等の教育

又は訓練を実施する。 

18 施設等の使用 

（１）甲は、乙が委託業務遂行上必要な調理施設及び設備、調理器具、食器、備品等を無償で

使用することを許可する。この場合、乙は、甲に対して別記 ５「借用に関する覚書」を提

出する。 

（２）乙は、前項により使用する調理施設及び設備、調理器具、食器、備品等を善良なる管理

者の注意義務をもって使用しなければならない。 

 （３）調理施設及び設備は別紙平面図のとおりとする。 

（４）厨房備品は、別記 ６「厨房備品等一覧表」のとおりとする。 

19 従事者の服装及び規律 

   乙は、従事者に次に掲げる事項を遵守させる。 

 （１）作業中は定められた衣類を着用し、マスク、衛生手袋、帽子等を着用する。 
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 （２）入所者等の対応は礼儀正しく、懇切丁寧を旨とし、仮にも粗暴にわたる言動があっては

ならない。 

 （３）作業中に飲酒をしてはならない。 

（４）所定の場所以外での喫煙、飲食その他勤務の遂行を怠るような行為をしてはならない。 

（５）作業中には、調理施設内に関係者以外の者を入れないとともに、作業に関係ない物、ま

たは不要な物を持ち込まない。 

 （６）作業中における便所の使用は、必ず専用便所を使用し、その際には、履物についても調

理施設内外の区別を明確にする。 

 （７）身体及び身の回りは、常に清潔を心掛け、頭髪、手指、爪等の清潔保持に努め、作業の前

後には必ず手指の洗浄及び消毒を実施するなど、不衛生であってはならない。 

 （８）甲の業務遂行に支障をきたすような行為をしてはならない。 

20 食材料の発注及び検収 

   乙は、献立表及び喫食者の数に基づき食材料を発注し、納品に際しては発注書どおり納品

されたか、また適正な品質状況であるかどうかを検収する。 

21 食器洗浄・消毒作業 

   乙は、毎食下膳した食器類を食器毎に浸潰し、十分に洗浄及び消毒のうえ、次の使用時ま

でに清潔に保管しなければならない。 

22 衛生管理作業 

   乙は、使用する調理施設及び設備、調理器具、食器、備品等を常に清潔に管理し、定期的

に清掃するとともに、防鼠、防虫に万全を期さなければならない。 

23 保存食の管理作業 

（１）保存食は、毎食ごとに確保する。 

（２）保存食は、原材料（購入した状態のもの）及び調理済み食品を食品ごとに、50ｇ程度ず

つ清潔な容器に密封して入れ、－２０℃以下で２週間保存する。 

24 報告等  

   乙は、甲に対して、次に定める帳票の提出、報告等を行わなければならない。 

（１）毎日の業務終了後、調理作業日誌を作成し提出すること。 

（２）下膳の際に行う残飯の状況及び残菜の計量を記録し提出すること。 

（３）発注書等委託業務の実施状況がわかる帳票類を提出すること。 

（４）乙は、委託業務遂行に支障が生じた時は、直ちに適切な処置をとるとともに甲に報告し、

その指示に従わなければならない。 

25 守秘義務 

 （１）乙は、業務上知り得た個人情報及び業務に関する情報を他に漏らし、又は、業務以外の

目的に使用してはならない。その職を退いた後もまた、同様とする。 

 （２）乙は、佐久広域連合個人情報保護条例、個人情報の保護に関する法律、その他法令、ガイ

ドライン等を遵守しなければならない。 

 （３）乙は、個人情報の漏えい、滅失及び損傷の防止、その他の個人情報の適正な管理のため

に必要な措置を講ずるとともに、従業員に対し、個人情報の保護のために必要な教育をし

なければならない。 

26  損害賠償 

（１）乙は、委託業務の遂行にあたり、甲に損害を与えた場合は、損害賠償の責任を負う。た

だし、甲の責任に帰する場合は、この限りではない。 

（２）乙は、本業務により生じた権利を第三者に譲渡してはならない。 

27 業務代行 

   乙は、火災、労働争議、業務停止等の事情により、その業務の全部又は一部の遂行が困難

となった場合の保証のため、あらかじめ代行者として、乙の業務を代行できる者を指定し、

甲に届け出るものとする。 

28 事故報告 
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乙は、委託業務の遂行上で事故等が発生した場合は、速やかに書面をもって甲に報告する

ものとする。 

29 その他業務遂行上の注意事項 

 （１）食材料の購入については、地元業者からの購入を優先し地元産を主体に国産品使用に努

めること。 

 （２）梅漬け、野沢菜漬け等要望により行うこと。 

 （３）外部からの慰問品等及び、施設での収穫品がある場合には献立に取り入れ、また、必要

に応じて時価にて買取を行うこと。 

（４）緊急時対策及び体制を整え、甲の実施する防災訓練に参加すること。 

 （５）入所者個々に対応したきめ細かな調理対応を行うとともに、甲の指示により食事変更等

があった場合にも即応すること。 

 （６）甲と連絡を密にし、常に最良の状態での食事提供を心掛けること。 

 （７）食材購入にあたって納入業者が持参したダンボール、発泡スチロール等のゴミを納入業

者に引き取らせること。 

 （８）季節感、郷土感のある料理の提供をすること。 

 （９）冷凍加工品は極力使わないこと。 

（10）衛生管理を進めるために自主管理（定期検査・定期点検）を実施し、結果を甲に報告す

ること。 

 （11）令和７年４月１日からの給食調理業務実施が確約できること。 

30  補則 

   この仕様書に定めのない事項については必要に応じ甲乙協議して定めるものとする。 
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別記１ 

業務内容分担表 

 業 務 内 容 甲 乙 備考 

栄

養

管

理 

施設食事提供業務の総括 ○   

給食会議の開催、運営 ○ △  

施設内関係部門との連絡調整 ○   

献立作成基準の作成 ○   

献立表作成（予定献立表、実施献立表）  ○  

献立表の指示、管理、確認 ○   

栄養出納の作成  ○  

栄養出納の管理、確認 ○   

食数の指示、管理 ○   

食事箋の管理 ○   

嗜好調査、喫食調査の企画、実施 ○   

検食の実施 ○ △  

官庁等に提出する給食関係書類等の作成、保管 ○   

上記以外の給食関係の伝票の整理、報告書作成  ○  

食札の作成 ○   

調

理

作

業

管

理 

作業計画仕様書の作成  ○  

作業計画仕様書の確認 ○   

食材の下ごしらえ  ○  

調理  ○  

盛り付け  ○  

指定場所までの配膳、指定場所からの下膳  ○  

指定場所から入所者への配膳、指定場所への下膳 ○   

残飯計量・記録、残飯投棄・施錠及び廃油処理  ○  

食器洗浄、消毒  ○  

管理点検記録の作成  ○  

管理点検記録の確認 ○   

材
料
管
理 

食材の発注、検収  ○  

食材の点検 △ ○  

食材の保管、在庫管理  ○  

食材の出納事務  ○  

食材の使用状況の確認 ○   
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 業 務 内 容 甲 乙 備考 

施
設
管
理 

給食施設、主要な設備の設置改修 ○   

給食施設、主要な設備の管理  ○  

その他の備品（食器等）の確保 ○   

その他の備品（食器等）の管理  ○  

業
務
管
理 

勤務表の作成  ○  

勤務表の確認 ○   

業務分担、職員配置表の提示  ○  

業務分担、職員配置表の確認 ○   

栄養相談 ○   

衛

生

管

理 

衛生面の遵守事項の作成（大量調理施設衛生管理マニ

ュアル準用） 
○  

 

食材の衛生管理  ○  

施設、設備の衛生管理  ○  

衣服、作業者等の清潔保持状況等の確認  ○  

保存食の確保  ○  

納入業者に対する衛生管理の指示  ○  

衛生管理簿の作成  ○  

衛生管理簿の確認 ○   

緊急対応を要する場合の指示 ○ △  

研
修 

調理従事者に対する研修、訓練  ○ 
 

労
務
安
全
衛
生 

健康管理計画の作成  ○  

定期健康診断の実施、結果の保管  ○  

健康診断実施状況の確認 ○   

検便の定期実施  ○  

検便結果の確認 ○   

事故防止対策の策定（緊急連絡網）  ○  

△：補助的業務



 8 

別記２  

経費分担区分表 

給食調理業務に関する経費負担は、次のとおりとする。 

 

甲 の 負 担 乙 の 負 担 

１ 食堂、厨房施設の償却及び修繕費 

 （乙の責によらない修繕） 

 

２ 厨房の機器の購入及び修理費 

 （乙の責によらない修理） 

 

 

３ 空調費及び光熱水費 

 

 

 

４ ゴミ処理費及び施設の消毒費 

 （ゴミ袋、グリストラップ清掃、廃油処理

費等含む） 

 

 

 

 

 

 

５ 関係書類印刷費及びコピー代 

  報告書等関係官庁への書類提出費用 

 

 

 

６ 什器、備品の購入及び補充費 

 

 

７ 食札及び食札立 

 

 

８ 更衣室・休憩室・厨房事務室の提供 

１ 食材料費（調味料を含む） 

 

 

２ 従業員の給与、諸手当、福利厚生費及び

研修費 

 

 

３ 従業員の被服費（長靴含む）、検便、健康

診断費及びクリーニング費 

 

 

４ 業務に要する消耗品費等（文具、ホイル、

ラップ、スポンジ、たわし、使い捨て手

袋、ビニール手袋、マスク、ペーパータ

オル、食器野菜等の洗剤、消毒薬剤、手

洗い石鹸、トイレ紙、台拭き、使い捨て

容器、保存食容器、作業前掛け、掃除用

具、事務机等） 

  

 

５ 通信費（電話、ファックス、パソコン等） 

 

 

 

 

６ 関係官庁諸手続費 

 

 

７ その他甲の負担以外の一切の経費 
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別記３ 

委託契約金額･算定方法及び清算･支払方法 

１ 委託契約金額・算定方法 

名称 契約金額内訳 算出式 

管理費 契約金額                円（税込） 

 

支払い内容 

月間管理費（定額）          円（税込） 

  （令和７年４月から令和９年３月まで） 

 

 

 

契約金額÷24ヶ月 

食材料費 請求単価  入所者食 一人当たり一日９５７円 

（行事食込・税込） 

 朝食   ２３４円（税込） 

            昼食   ３１７円（税込） 

            夕食   ２９７円（税込） 

            おやつ  １０９円（税込） 

       職員食 一人当たり一日９５７円 

（行事食込・税込） 

 朝食   ２７０円（税込） 

            昼食   ３６４円（税込） 

            夕食   ３２３円（税込） 

 

２ 支払方法 

（１）管理費   

令和７年度から令和８年度については、上記算出式による月額（固定）により支払いをす

るものとする。 

１円未満の端数が生じる場合の調整は、令和７年度の支払いで行うものとする。 

（２）食材料費 

  ・入所者食（検食含まず） 

   朝食、昼食、夕食、おやつの食事毎の月間食数累計に契約単価を乗じて得た額とする。 

  ・職員食（行事招待客等含む） 

   朝食、昼食、夕食の食事毎の月間食数累計に請求単価を乗じて得た額とする。 

（３）その他 

   委託契約金額に記載されている以外の食事の金額に関しては、甲乙協議の上決定する。 

３ 支払時期 

   乙は、毎月７日までに前月中の委託料をとりまとめたうえ、甲の確認を得てその代金支払

いを甲に請求するものとし、甲は乙の請求を受理した日から３０日以内に支払うものとする。 
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別記４

入所者職　　員来賓他 食数計 朝 昼 夕

4 誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

観桜会 58 20 30 108 108 （飲み物施設負担）

5 誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

バイキング 58 58 58

6 誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

バイキング 58 58 58

7 誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

土用丑 58 58 58

8 誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

夏祭り（盆踊大会） 58 58 58 （飲み物施設負担）

9 敬老会兼誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

お楽しみ会 58 20 78 78 （飲み物施設負担）

10 誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

ふるさと料理 58 58 58

11 誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

バイキング 58 58 58

12 クリスマス会兼誕生会 58 20 78 78 （飲み物施設負担）

バイキング 58 58 58

大晦日（年取り料理） 58 58 58 （飲み物施設負担）

1 お節（１／１） 58 58 58 （飲み物施設負担）

お節（１／２） 58 58 58 （飲み物施設負担）

誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

2 誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

バイキング 58 58 58

3 ひな祭り兼誕生会 58 58 58 （飲み物含む）

計 1,450 60 30 1,540 0 1,424 116

行　事　食　実　施　計　画  書

左記内訳
備　　　　　　考月 行　　　事　　　名

概　   算   　食   　数
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別記５ 

借 用 に 関 す る 覚 書 

 

 借主               （以下｢乙｣という。）は、貸主 佐久広域連合（以下

｢甲｣という。）から佐久広域老人ホーム塩名田苑の調理施設及び設備、調理器具、食器、備品

等を次により借用するものとする。 

 

第１条（調理施設及び設備等の譲渡の禁止） 

（１） 貸与された調理施設及び設備、調理器具、食器、備品等に関しては、譲渡等の処分行

為はしないものとする。 

 

第２条（調理施設及び設備等の管理） 

（１） 貸与された調理施設及び設備、調理器具、食器、備品等に関しては、善良な管理者の

注意義務をもってこれを管理し使用するものとする。 

（２） 調理設備に関しての突発事故の場合は、甲が直ちに修理を行い、その修理が予測で

きる場合には、事前に甲に報告するものとする。なお、乙の責任に帰す原因により修

理の必要が生じた時は、甲の許可を得て乙の責任において修理を行うものとする。 

（３） 調理器具・食器・備品等は衛生的に保ち、損傷及び破損が出ないように細心の注意

を払うものとする。又、損傷及び破損が出た場合は、乙は速やかに甲に届け出をする

ものとする。なお、乙の責任に帰す原因により損傷及び破損が出た場合は、甲の許可

を得て乙の責任において修理又は購入を行うものとする。 

 

第３条（疑義等の決定） 

（１）  この条項に定めのない事項及びこの借用に関し疑義が生じたときは、甲乙協議の上 

    これを決定するものとする。 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

(甲)貸 主  住 所 長野県佐久市取出町 183番地 

                  佐久広域連合 

              氏 名 広域連合長  栁 田 清 二   印 

 

(乙)借 主  住 所  

                   

              氏 名                  印 
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    別記６ 
 厨 房 備 品 等 一 覧 表 
          

№ 品    名 規    格 数量 備考 

  （厨房内）       

1 ガス自動炊飯器 コメットカトウ CRA-100NS 1  

2 ガス自動炊飯器 リンナイ 6ℓ RR-30G1 1  

3 電気炊飯器 象印 NH-YG18 1  

5 超音波ジェット洗米器 水圧 SM-70 1  

6 冷凍冷蔵庫 HOSIZAKI HRF-180ZFT3 1  

7 冷蔵庫 Panasonic SRR-K761LB 1  

8 冷凍冷蔵庫 AQUA AQR-20M（W）型 1  

9 冷凍冷蔵庫 HOSIZAKI HRF-63Z 1  

10 保存食ストッカー SANZEN VF-K120X 1  

11 包丁まな板殺菌庫 タニコー TNS-6050SF 1  

12 食器消毒保管庫 タニコー NHE-10AS 1  

13 スチームコンベクションオーブン コメットカトウ CS13-EW5 1  

14 フードプロセッサー CUISINART DLC-NX PLUS 1  

15 フードプロセッサー CUISINART DLC-XG 1  

16 フードプロセッサー CUISINART DLC-NXJ2PS 1  

17 ミキサー CUISINART CBT-500PRO 1  

18 ミキサー CUISINART CBT-500PR02  1  

19 ミキサー ＨＡＭＩＬＴＯＮ BEACH HBB909 1  

20 ミキサー CUISINART CBT-500PR02  1  

21 ミキサー台   1  

22 オーブンレンジ ナショナル NRKC77 1  

23 オーブンレンジ台   1  

24 ガステーブル 谷口工業 AP-TAG-60 1  

25 ガステーブルオーブン付 MARUZEN MGRX-126D 1  

26 ガスフライヤー 谷口工業 S-TGFL35 1  

27 食器棚   1  

28 調理道具棚   1  

29 調理台 TANICO 1  

30 配膳台 TANICO 2  

28 台車   2  

29 カート 3 段 1  

30 下膳車 2 段 2  

31 配膳車 ERECTA 2  

32 移動シンク   1  

33 固定シンク   4  

34 食器洗浄器 タニコー TDWD-６SGC（R） 1  

35 シェルフ   1  

36 上皿はかり 4kg･5kg･1kg  各 1 3  

37 エアコン MITSUBISI PAC-SG38KF 1  

38 ホワイトボード   2  

  （事務・休憩室）      

1 事務机 KOKUYO 1  

2 事務脇机 KOKUYO 1  

3 事務机用椅子   1  

4 ロッカー   5  

5 掃除用具ロッカー   1  

6 電話台   1  

7 電気こたつ（こたつ板付） MITSUBISI 1  

8 こたつ布団一式   1  

9 長座布団   4  

 


